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得られたピリジルアミノ化糖鎖を逆相 HPLC で高精度に分析するため、 PA 化糖鎖の溶出時間の標準化を行った。
PA 化糖鎖を構成する各糖残基は、逆相 HPLC の溶出位置に寄与する固有の値(部分溶出時間)を持っており、各糖





遊離オリゴマンノシドは、還元末端に N- アセチルグルコサミン 1 残基を有する構造をしており、このような糖鎖は、
従来の糖蛋白質糖鎖を分析する方法では構造解析することが困難であった。そこで、逆相およびサイズ分画 HPLC
の溶出条件を改良し、細胞質オリゴ、マンノシドを分析する糖鎖二次元マップを作成した。この糖鎖二次元マップを用





に存在する糖蛋白質糖鎖の構造解析および swainsonine による細胞質 α ーマンノシダーゼの阻害実験を行った。その
結果、これまでに報告されてきた小胞体から放出される経路以外に、細胞質や小胞体に存在する糖蛋白質からもオリ
ゴマンノシドが生成することが示唆された。
論文審査の結果の要旨
柳田君は、サイトゾルに存在する遊離オリゴ、マンノシドの構造を決定するためにピリジルアミノ化法を改良し、ま
たピリジルアミノ化糖鎖の逆相HPLCの溶出時間を逆相スケール値という値に変換する事により正確に構造解析が行
える様にした。これらの方法を用いて、サイト、ノソレの遊離オリゴマンノシドの構造解析を行った結果、 29種類のオリ
ゴ、マンノシドの構造が解明された。これらの生成経路を、細胞質糖蛋白質の糖鎖構造解析および細胞質 α ーマンノシ
ダーゼの阻害実験より推定し、従来の小胞体で生成する経路以外に、新たに糖蛋白質から生成する経路を発見した。
よって、本論文は博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める o
